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市
　
表
　
彰

市
　
感
　
謝
　
状

　
市
商
工
会
役
員
と
し
て
平
成
11

年
か
ら
22
年
間
、
長
き
に
わ
た
り

組
織
の
拡
充
強
化
や
商
工
業
者
の

経
営
改
善
普
及
事
業
な
ど
、
産
業

経
済
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
平
成
11
年
か
ら

同
監
事
と
し
て
13
年
間
、
平
成
24

年
か
ら
同
会
長
お
よ
び
副
会
長
と

し
て
９
年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
土
地
開
発
公
社
役
員
や

寒
河
江
ブ
ラ
ン
ド
・
魅
力
発
信
協

議
会
会
長
な
ど
も
歴
任
さ
れ
、
多

様
な
分
野
に
お
い
て
、
市
政
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
商
工
会
役
員
と
し
て
平
成
17

年
か
ら
16
年
間
、
長
き
に
わ
た
り

商
工
業
の
振
興
と
産
業
経
済
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

平
成
17
年
か
ら
同
理
事
と
し
て
８

年
間
、
平
成
25
年
か
ら
同
監
事
と

し
て
２
年
間
、
さ
ら
に
平
成
27
年

か
ら
同
副
会
長
と
し
て
６
年
間
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
若
草
の

み
ち
」
推
進
委
員
会
会
長
と
し
て
、

長
ら
く
寒
河
江
中
央
工
業
団
地
内

の
交
通
安
全
啓
発
や
環
境
美
化
に

寄
与
さ
れ
、
市
政
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
和
田
出
身
の
写
真
家
で
、
主

に
人
物
を
被
写
体
と
し
た
作
品
を

撮
り
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
平

成
16
年
に
国
内
で
も
有
数
の
権
威

あ
る
写
真
賞
「
土
門
拳
賞
」
を
受

賞
さ
れ
、
国
内
は
も
と
よ
り
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
写
真

展
を
開
催
す
る
な
ど
、
作
品
は
海

外
に
お
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
世
界
的
写
真
家
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
築
か
れ
た
輝
か
し

い
功
績
は
故
郷
で
あ
る
寒
河
江
市

の
誇
り
で
あ
り
、
郷
土
の
名
声
を

大
き
く
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
か
ら
５
年
余
り
、
さ

が
え
西
村
山
農
業
協
同
組
合
理
事

と
し
て
、
ま
た
、
平
成
25
年
か
ら

８
年
余
り
、
寒
河
江
川
土
地
改
良

区
役
員
と
し
て
、
農
業
の
振
興
と

興
隆
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
平
成
25
年
か
ら
寒
河
江

川
土
地
改
良
区
理
事
と
し
て
５
年

間
、
平
成
30
年
か
ら
同
理
事
長
と

し
て
３
年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

土
地
改
良
事
業
の
運
営
合
理
化
や

組
織
の
内
部
改
革
を
推
進
さ
れ
、

市
政
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

安
藤　
博
章
さ
ん

（
産
業
経
済
・
仲
谷
地
）

故
・
鬼
海　
弘
雄
さ
ん

（
教
育
文
化
・
日
和
田
出
身
）

小
松　
健
一
さ
ん（

内
ノ
袋
）

故
・
國
井　
敏
夫
さ
ん

（
八
鍬
）

　式中で佐藤市長は「これまでの長年にわたるご尽力に心から感謝いたしますとともに、そ
のご功績に対し深く敬意を表します。優れた業績を残されました方々を顕彰することができ、
大変うれしく思います」と式辞を述べました。そして、安藤博章さんから受賞者代表謝辞が
あり、続けて、故・鬼海弘雄さんのご家族からお預かりしたメッセージが紹介されました。

　本市の振興発展に寄与し、まちづくりに功労のあった方を表彰する市表彰式が11月２日、
ホテルシンフォニーで行われました。今年は市表彰を安藤博章さん、故・鬼海弘雄さんの２
人が受賞されました。また、小松健一さん、故・國井敏夫さんの２人に、市感謝状が授与さ
れました。

を た た え て長年のご功績

故・鬼海弘雄さんのご家族からのメッセージ
　この度は、寒河江市の表彰を頂き本当にあり
がとうございます。亡くなってからも寒河江市
から表彰されることを、主人もさぞかし喜んで
いるだろうと思っております。
　寒河江に帰郷しますと、朝早くから寒河江温
泉や左沢の温泉。昼にも夕にも入りに行きました。
帰り道では、そば屋に寄ったり、チェリーラン
ドや周りの道の駅で買い物をして「温泉も食べ
物も誰にだって自慢できる」と言っておりました。
　改めて、市長さま、関係者の方々に深く感謝
いたします。

受賞者代表謝辞を述べる安藤博章さん
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磨
き
抜
か
れ
た
卓
越
し
た
技
能

　
長
年
に
わ
た
り
同
一
業
種
に
従
事
し

技
能
の
錬
磨
や
後
進
の
育
成
に
努
め
、

そ
の
職
種
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方

を
表
彰
す
る
「
市
技
能
者
表
彰
式
」
が

11
月
５
日
、
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
居
住
ま
た
は
市
内
の
事
業
所

に
就
業
し
て
い
る
技
能
者
の
う
ち
、
同

一
業
種
に
30
年
以
上
従
事
し
て
お
り
、

他
の
技
能
者
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
方

等
が
対
象
で
、
本
年
度
は
６
人
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
市
長
は
「
皆
さ
ま

に
は
、
卓
越
し
た
技
能
と
豊
か
な
経
験

を
生
か
し
て
本
市
産
業
の
発
展
と
各
業

界
の
振
興
に
大
き
な
貢
献
を
い
た
だ
い

た
。
皆
さ
ま
の
努
力
と
ご
尽
力
に
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の
た
び
の
表

彰
を
機
に
さ
ら
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
、

皆
さ
ま
の
後
に
続
く
若
い
技
能
者
の
目

標
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
も
後
進
の
育
成
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
受

賞
者
を
代
表
し
て
白
田
昭
さ
ん
が
「
私

た
ち
は
、
職
業
人
と
し
て
業
界
の
発
展

と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
標
に
、
現

状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、

今
回
受
賞
で
き
た
こ
と

を
大
変
光
栄
に
思
い
ま

す
。
今
回
の
表
彰
を
励

み
に
今
後
も
技
能
の
研

さ
ん
と
業
界
の
発
展
に

精
進
す
る
と
共
に
、
後

進
の
指
導
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
昭
和
52
年

度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
受
賞
者
数

は
今
回
の
受
賞
者
を
含

め
、
通
算
で
６
１
９
人

と
な
り
ま
し
た
。

白田昭（表具業)、川越正明（建築業）、東海林光春
（理容業)、佐藤真知子（繊維製品製造業)、佐藤覚（繊
維製品製造業)、大沼仁（建築業）� ［敬称略]

受　賞　者

　
昨
年
度
活
躍
さ
れ
、
本
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
や
元
気
発
信
に
大
き
く
貢
献

し
た
市
民
ま
た
は
市
内
の
団
体
・
企
業

を
表
彰
す
る
「
さ
が
え
元
気
づ
く
り
Ａ

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
２
０
２
０
」
の
表
彰
式
が
、

11
月
15
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

産
業
活
力
部
門

　
市
内
事
業
者
が
協
力
し
、
買
い
物
支

援
や
困
り
ご
と
が
あ
る
方
か
ら
の
相
談

応
対
な
ど
を
行
う
事
業
を
、
令
和
２
年

９
月
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
新

し
い
取
り
組
み
と
し
て
テ
レ
ビ
や
新
聞

な
ど
報
道
で
紹
介
さ
れ
、
本
市
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
貢
献
部
門

　
映
画
を
自
主
上
映
す
る
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
19

年
以
上
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
に
交
流
の
場
を
提
供
し
、
楽
し
さ

や
感
動
を
与
え
、
地
域
の
活
力
創
出
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
貢
献
部
門

　
地
域
の
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
サ
ン
タ
」
と

さ
が
え
元
気
づ
く
り
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
表
彰

し
て
、
幸
生
小
学
校
で
開
催
さ
れ
て
い

た
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
閉
校
ま
で
の
16
年

間
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
出
し
物
の
披
露

や
児
童
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
な
ど
の

活
動
を
継
続
し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
貢
献
部
門

　
柴
橋
地
区
の
県
道
沿
い
に
、
約
30
年

前
か
ら
「
交
通
安
全
雪
だ
る
ま
」
を
制

作
さ
れ
、
地
域
の
風
物
詩
と
し
て
も
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
雪
だ
る
ま
を
通
し

て
、
住
民
や
市
内
外
の
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

交
通
安
全
の
注
意
喚
起
を
継
続
さ
れ
、

地
域
の
安
全
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

た
す
か
る
ち
ゃ
あ
実
行
委
員
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
帽
志

菊
地
ト
シ
子

庄
司
昭
子

　
12
月
に
入
り
、
厳
し
い
寒
さ
が
続
く

時
季
と
な
り
ま
し
た
。
雪
が
本
格
的
に

降
る
季
節
に
な
り
、
排
雪
場
所
の
指
定

や
一
斉
除
雪
な
ど
、
雪
に
関
連
し
た
取

り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
つ
い
て
は
、
毎

年
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
安
全
に

気
を
付
け
、
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

雪
の
総
合
窓
口

　
雪
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
対
応

す
る
総
合
窓
口
で
す
。

●�

相
談
内
容
／
市
内
の
雪
下
ろ
し
業
者

等
の
紹
介
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
、

市
道
除
雪
の
問
い
合
わ
せ
等

●�

受
付
／
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

●�

問
合
せ
／
雪
の
総
合
窓
口
（
市
建
設

管
理
課
内
）
☎(

８
７)

７
０
０
０
へ
。

市
内
の
雪
下
ろ
し
業
者
等

　
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ

て
依
頼
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

事
前
に
見
積
も
り
を
取
り
、
し
っ
か
り

話
し
合
い
を
し
て
か
ら
依
頼
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

市
建
設
ク
ラ
ブ

●�

住
所
／
寒
河
江
市
大
字
西
根
字
上
川

原
259

－

３

●�

問
合
せ
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に

☎(

８
５)

２
０
０
８
へ
。

市
建
設
総
合
組
合

●
住
所
／
寒
河
江
市
西
根
北
町
９

－

15

●�

問
合
せ
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
に
☎(

８
４)

３
９
５
１
へ
。

県
鳶
（
と
び
）
工
業
連
合
会
村
山
地
区

(

大
沼
工
業
株
式
会
社
内
）

●
住
所
／
寒
河
江
市
中
央
工
業
団
地
176-

10

●�

問
合
せ
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に

☎(

８
４)

２
４
６
３
へ
。

高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
へ
助
成

　
自
力
で
雪
下
ろ
し
や
敷
地
内
通
路
の

除
雪
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
等

が
、
業
者
等
（
親
族
を
除
く
）
に
除
雪

作
業
を
依
頼
し
た
場
合
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●�

対
象
／
市
民
税
所
得
割
額
が
非
課
税

世
帯
で
、
次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
（
生
活
保
護
受
給
世

帯
は
非
該
当)

。
①
65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
、
②
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
の
世
帯
、
③
障
が
い
者
の

み
の
世
帯
、
④
障
が
い
者
と
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

●�

助
成
額
／
申
請
１
回
に
つ
き
上
限
１

万
２
千
円
（
今
冬
２
回
ま
で
）

●�

申
請
／
令
和
４
年
３
月
18
日
（金）
ま
で

市
高
齢
者
支
援
課
介
護
福
祉
係

　
☎（
８
５
）０
７
７
７
へ
。

雪に関するお問い合わせは

「雪の総合窓口」へ

☎８７-７０００

特集
と

付き合いましょう

安全
に！
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除雪作業に

ご協力ください

　
市
で
は
、
冬
期
間
の
安
全
な
交
通
・

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
市
除
雪

協
力
会
と
協
力
し
て
、
効
果
的
な
除
雪

作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
詳
し
い
除
雪
計
画
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
道
等
の
除
雪
体
制

早
朝
一
斉
除
雪

　
原
則
、
除
雪
判
断
基
準
時
刻
を
午
前

３
時
30
分
と
し
、
前
日
の
午
後
５
時
以

降
、
市
街
地
で
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
に
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
市
全
体
を
11
地
区
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い
て
、
除

雪
判
断
基
準
時
刻
ま
で
に
10
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
、

地
区
ご
と
の
判
断
で
自
主
的
に
除
雪
を

実
施
し
ま
す
。
通
勤
や
通
学
の
時
間
帯

等
を
考
慮
し
て
実
施
し
ま
す
が
、
積
雪

の
状
況
や
除
雪
場
所
に
よ
っ
て
は
時
間

帯
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
中
の
一
斉
除
雪

　
交
通
量
が
多
い
幹
線
道
路
に
お
い
て
、

日
中
に
著
し
い
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
や

気
温
上
昇
に
よ
り
圧
雪
が
緩
ん
だ
場
合

な
ど
、
車
両
の
通
行
が
危
険
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
場
合
に
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
他
の
場
合
は
、
歩
行
者
等
と
の

接
触
事
故
の
危
険
性
や
除
雪
作
業
の
長

時
間
化
、
そ
れ
に
伴
う
交
通
渋
滞
の
発

生
等
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
日
中
の
一

斉
除
雪
は
原
則
と
し
て
実
施
し
な
い
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

私
道
の
除
雪
体
制

　
複
数
戸
の
利
用
な
ど
公
共
性
の
高
い

私
道
は
、
住
民
の
要
望
に
よ
り
、
市
道

の
早
朝
一
斉
除
雪
実
施
日
の
午
前
９
時

以
降
に
、
順
次
除
雪
を
行
い
ま
す
。
除

雪
が
必
要
な
場
合
は
、
当
日
の
午
前
７

時
～
９
時
に
、
市
建
設
管
理
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

事
前
申
請

　
昨
シ
ー
ズ
ン
に
市
が
除
雪
を
行
っ
た

私
道
が
あ
る
町
会
へ
は
、
11
月
に
確
認

の
文
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
実
施

内
容
に
変
更
が
な
け
れ
ば
、
申
請
は
不

要
で
す
。
新
た
に
私
道
の
除
雪
を
要
望

す
る
場
合
は
、
町
会
長
を
通
じ
て
申
請

が
必
要
で
す
。
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
市
建
設
管
理
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

除
雪
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
早
朝
一
斉

除
雪
中
の
車
両
の
位
置
が
確
認
で
き
ま

す
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
要

介
護
者
宅
の
間
口
除
雪
な
ど
、
き
め
細

や
か
な
除
雪
を
実
施
し
ま
す
。

破
損
を
見
つ
け
た
ら

　
慎
重
に
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
が
、

道
路
除
雪
作
業
に
伴
う
も
の
と
思
わ
れ

る
工
作
物
等
の
破
損
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
早
急
に
市
建
設
管
理
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

除
雪
の
問
合
せ
先

　
国
道
・
県
道
と
市
道
と
で
は
除
雪
を

す
る
管
理
者
が
異
な
り
ま
す
。
連
絡
さ

れ
る
際
は
、
対
象
と
な
る
道
路
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�
国
道
112
号
／
国
土
交
通
省
寒
河
江
国

道
維
持
出
張
所
☎(

８
４)

３
１
９
１
へ
。

●�

国
道
287
号
・
458
号
、
県
道
／
県
村
山

総
合
支
庁
建
設
部
西
村
山
道
路
計
画

課
維
持
管
理
担
当
☎(

８
６)

８
４
０

４
へ
。

●�

市
道
、
私
道
、
除
排
雪
／
雪
の
総
合

窓
口
（
市
建
設
管
理
課
内
）

　
☎(

８
７)

７
０
０
０
へ
。

地
域
の
除
排
雪
を
支
援

　
町
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
運
搬
車
両
を
準
備
し
て
自
主

的
に
除
排
雪
を
行
う
場
合
、
運
搬
車
両

の
借
り
受
け
費
用
や
燃
料
費
へ
の
補
助

を
行
い
ま
す
。
自
主
的
な
除
排
雪
を
平

日
に
行
う
場
合
は
、
市
道
除
雪
業
務
に

余
裕
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
市
が
所
有

す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
等
の
派
遣
も

行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
町
会
長
等
を

通
じ
て
、
事
前
に
市
建
設
管
理
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
額
／
１
回
当
た
り
上
限
12
万
円

●�

補
助
回
数
／
１
シ
ー
ズ
ン
３
回
（
市

豪
雪
対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
た
場
合

は
４
回
）

●�

申
請
／
雪
の
総
合
窓
口
（
市
建
設
管

理
課
内
）
☎(

８
７)

７
０
０
０
へ
。

市民にやさしい

除雪を

目指します

①雪押し場の確保にご協力を
　スムーズな除雪作業、道路幅員確保のため、雪押し場の確保が重要です。
冬期間使用していない空き地や農地等を、道路除雪の雪押し場としてご協力を
お願いする場合があります。
②除雪車に近寄らない
　作業中の除雪車や除雪作業員へは近寄らないでください。また、除雪車の追い越
しは大変危険です。余裕を持って運転、通行をお願いします。
③道路に雪を出さないでください
　屋根や宅地内の雪を道路に出すと、交通障害の原因となります。除雪作業の妨げにもなり
ますので、下記の指定排雪場所に運ぶなどしてください。
④路上駐車・障害物をなくしましょう
　道路への車両の放置や庭木等のはみ出しがあると、除雪作業ができません。路上駐車は行わず、庭木のせん定や障
害物の撤去をお願いします。
⑤寄せられた雪の処理
　除雪作業により皆さんの間口や車庫などの前に寄せられた雪は、下記の指定排雪場所に運ぶなど、皆さんで処理す
るようお願いします。
⑥水路・河川に雪を捨てない
　水路や河川への雪捨てにより、水路詰まりや道路・宅地の冠水が毎年発生しています。多くの方に迷惑が掛かりま
すので行わないでください。

守ろう！６つの約束

至西川町

至中山町長崎大橋

旧R112

R112

ＪＲ左沢線

皿沼
最
上
川300m

●
南
部
地
区

寒
河
江
川

至河北町
寒河江川橋

上下水道
課事務所

200m

●
西
根
地
区

R1
12

R287

寒
河
江
川 至河北町

慈恩寺大橋

慈恩寺橋

至中山町

至西川町

150m

※１
●
八
鍬
地
区

※�

１
／
信
号
機
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
排
雪
場
所
と
し
て
３
カ

所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
排
雪
場
所

に
は
案
内
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。
排
雪
場
所
付
近
は
道
路
が
狭
い

た
め
、
車
で
通
行
す
る
際
は
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
排
雪
場
所
は

照
明
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
暗
く
な

っ
て
か
ら
の
利
用
は
危
険
で
す
。
日

の
出
か
ら
日
没
ま
で
の
明
る
い
時
間

帯
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

除雪作業の

　　安全を祈願

　11月25日、市役所重機
車庫前で市除雪協力会安
全祈願祭が行われ、今シ
ーズンの除雪作業の安全
を祈りました。

指
定
排
雪
場
所
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

井上　貴史（山形市出身・47歳）
11月末で３年間の任期を満了し、卒業となりました。ありがとうございま
した。卒業後も寒河江市に定住しますので、よろしくお願いします。

雪下ろしは　

安全第一で

①体調管理は万全に
　雪下ろしは重労働です。準備運動で体を温める、こまめに休憩を取るなど体調を管理しな
がら、無理のないように行いましょう。
②必ず２人以上で
　作業は必ず２人以上で行い、万一に備えて携帯電話を携帯しましょう。また、作業の前に、家族や近所の方に声掛
けをしましょう。
③安全な服装で
　雪などでぬれず、汗をかきすぎない、動きやすい
服装で作業しましょう。
④面倒でも命綱を
　１階の屋根からでも転落し死亡する場合がありま
すので、命綱・安全帯は必ず装着しましょう。
⑤道具は使いやすいものを
　道具に不備があると、効率が落ちるばかりでなく、
無理な作業につながります。小回りが利き、軽くて
雪が付きにくい道具を使用しましょう。
⑥はしごは固定して
　75度を目安にはしごの足元と先端をしっかり固定
して、転倒など起こらないようにしましょう。
⑦雪の緩みに注意を
　降ってすぐの新雪や気温が高い日などは、雪が緩
んでいる恐れがあるため注意しましょう。
⑧常に足場を確認して
　上の方から順に雪下ろしを行い、常に足場を確認
しながら作業し、雪止めより下に足場を作らないよ
うにしましょう。

　雪による事故被害の原因で最も多いのは、自宅など建物の屋根の雪下ろ
し中に起きるもので、全体の約６割を占めています。特に、高齢者が被害
に遭う場合が多くなっています。雪下ろしなどの除雪作業を行う場合は、
体の調子を考えた上で服装や装備を整え、周囲に配慮し、安全に作業を行
いましょう。また、下ろした雪は７ページに記載の市指定排雪場所に運ぶ
などし、道路などに出さないようにしてください。

雪下ろし８つのポイント

ヘルメット
(顎ひもを締める）

防寒性の
ゴム手袋

安全帯
(幅広で締ま

らないもの）

動きやすい服装
(厚着しない）

命綱
(滑りにくく、

緩みにくいもの）

ゴム長靴
(滑りにくいもの）

安全な服装・装備の例

　10月10日、最上川ふるさと総合公園センターハウスを会場に｢ＹＭＧＴ　ＥＸＰＯ
2021　山形県地域おこし協力隊　活動博覧会」を開催しました。イベントは、県
内で活動する現役の地域おこし協力隊が、各自の活動を発表する場として、他自
治体の協力隊と共に企画しました。当初は５月に開催予定でしたが、コロナ禍の

影響で２回も延期となり、今回ようやく開催することができまし
た。当日は天候にも恵まれ、たくさんの方に来場していただき、
協力隊の活動を周知することができました。隊員同士も久々に顔
を合わせて交流することができ、普段の活動を進める上でも良い
刺激になったと思います。今後も引き続き開催される予定ですの
で、皆さんも足をお運びください。

縁
エ ン ジ ョ イ

JOY通信地域おこし
協力隊が

さがえの魅力
を再発見

　ハートフルセンター内にある「ゆめはーと寒河江」
は子育て支援の拠点施設として、児童センター、子
育て支援センター、ファミリー・サポート・センタ
ーの３つの機能を備えています。施設の利用等につ
いての詳細は、ゆめはーと寒河江［☎83-3225］へお
問い合わせください。
児童センター
　小学生以上を対象にした施設です。跳び箱や鉄棒、
トランポリンなどが設置されています。
子育て支援センター
　乳幼児を対象にした施設で、親子の遊び場と子育
て中の人同士の交流の場です。子育てについての相
談応対も行っています。
ファミリー・サポート・センター
　子どもの一時預かりや会員同士の交流事業などを
行なっています。利用には事前の会員登録が必要です。
●問合せ／市子育て推進課子ども支援係☎85-0907へ。

子育て知っ得情報
その11 「ゆめはーと寒河江」

　初めに現れる症状は、口の中の粘膜が赤色や白色
に変化することです。血が出る、硬くなるなどの症
状はありませんが、進行すると、表面が盛り上がっ
たりへこんだりしてきます。また舌が動かしにくく
なったり、感覚の異常も見られ、首のリンパ節がは
れたりしてくることもあります。口内炎と似た症状
になるときもあります。最近では、ある芸能人が舌
がんになり話題になりました。彼女もずっと口内炎
が良くならないと言っていました。
　口腔がんは突然発症することはなく、前がん病変
といって、がんになる前の症状（赤斑や白斑）を経
由して長い経過をたどってがん化していきます。特
に２週間以上も口内炎が治らない場合は要注意です。
日頃から定期的に歯科医院を受診することで、早期
発見・早期治療につながります。受診先は歯科だけ
でなく耳鼻咽喉科でも大丈夫です。
●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

＝口腔（くう）がんはどんな病気？＝
　口腔がんは唇、はぐき、舌、あごの
骨等にできるがんのことです。舌に発
症することが多く、目で見たり手で触
れることができるがんです。初期の症
状は痛みがありません。

歯っ！とする歯のおはなし㊼

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」

最近寒くなってきたから、
小さい子が屋内で遊べる
場所ってないかしら？

ゆめはーと寒河江がある
わよ。気軽に子育て相談
もできるしね。

屋根等からの落雪に注意
　建物や樹木の近くを通行する際
は、屋根等からの落雪に注意し、
なるべく建物から離れたところを
通行するようにしましょう。
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主な事業の執行状況
区　　分 事 業 名 事 業 費 支出済額 支出済率

土　　　木 市道新設・改良 5億9527万円 1億7019万円 28.6％
側溝・舗装整備 2億4846万円 7577万円 30.5％

農　　　林 農　業　振　興 1億4043万円 2479万円 17.7％
教　　　育 学校給食事業 3億9222万円 1億4822万円 37.8％

福　　　祉 児　童　福　祉 37億3329万円 16億6947万円 44.7％
老　人　福　祉 15億7103万円 5億9752万円 38.0％

医療・介護
国民健康保険給付費 29億 387万円 11億4743万円 39.5％
介護保険給付費 42億2281万円 16億7124万円 39.6％

後期高齢者医療療養給付費負担金 5億5237万円 2億3136万円 41.9％

一　般　会　計
歳　出歳　入

[　］内は構成比、上段は予算現額、下段（　）内は、収
入済額と予算現額に対する収入済額の割合です。

[　］内は構成比、上段は予算現額、下段（　）内は、支
出済額と予算現額に対する支出済額の割合です。

 60億3966万円
( 12億8556万円 21.3%)

 29億7262万円
(  8億9923万円 30.3%)

 19億5430万円
(  7億5533万円 38.6%)

 19億2985万円
(  8億5958万円 44.5%)

( 15億1450万円 60.1%)
 25億1897万円

 16億3573万円
(  8億 802万円 49.4%)

 67億5437万円
( 27億8470万円 41.2%)

  6億5722万円
(  2億9435万円 44.8%)

  6億 653万円
(  2億1422万円 35.3%)

  2億2208万円
(  1億 926万円 49.2%)

  3億 484万円
(     3543万円 11.6%)

総務費[23.6%]

教育費[7.6%]

公債費[6.4%]

衛生費[7.5%]

商工費[9.8%]

民生費[26.4%]

消防費[2.6%]
農林水産業費[2.4%]

その他[0.9%]
災害復旧費[1.2%]

 

市税[18.2%]
46億5386万円
(27億6435万円 59.4%)

諸収入・その他[19.6%]
 

50億1201万円
( 7億4429万円 14.9%)

寄附金[10.9%]
28億円  

(11億4593万円 40.9%)

国庫支出金[12.6%]

32億1462万円
( 6億5580万円 20.4%)

 

各種交付金等[4.7%]
12億 581万円
( 6億6255万円 54.9%)

県支出金[6.8%]

17億4477万円
( 2億8252万円 16.2%)

地方交付税[17.6%]
45億1700万円
(30億8172万円 68.2%)

市債[9.6%]

24億4810万円
(         0円    0%)

自
主
財
源
48
・
７
％

依
存
財
源
51
・
３
％

土木費[11.6%]

区　　分 収入予算現額 収入済額 収入済率 支出予算現額 支出済額 支出済率

水道事業 収益的 11億  60万円 5億1988万円 47.2％ 10億4915万円 2億1644万円 20.6％ 
資本的 2億2854万円 0万円 0％ 6億4432万円 6351万円 9.9％ 

下水道事業 収益的 15億7235万円 7億3250万円 46.6％ 15億3258万円 1億9474万円 12.7％ 
資本的 7億 216万円 7299万円 10.4％ 13億3818万円 3億8697万円 28.9％ 

病院事業 収益的 20億2194万円 10億1429万円 50.2％ 20億2194万円 7億7100万円 38.1％ 
資本的 8795万円 4800万円 54.6％ 1億3516万円 4798万円 35.5％ 

合　　計 57億1354万円 23億8766万円 41.8％ 67億2133万円 16億8064万円 25.0％ 

企　業　会　計

255億9617万円
（93億3716万円 36.5％）

255億9617万円
（95億6018万円 37.4％）

市
の
財
政
状
況

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
か
ら
の
地
方
交

付
税
、
国
庫
支
出
金
等
を
財
源
と
し
て
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
で
快
適
に
す
る
た
め
、

効
率
的
な
市
政
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
予
算
総
額
は
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て

４
１
５
億
１
３
４
７
万
円
で
す
。
な
お
、
全
て
の
金
額
に
は
、
令
和
２
年
度
か
ら

の
繰
り
越
し
分
を
含
ん
で
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
財
政
課
財
政
調
整
係
☎(

８
５)

１
３
９
６
へ
。

令
和
３
年
度
上
半
期
（
９
月
30
日
現
在
）

 60億3966万円
( 12億8556万円 21.3%)

 29億7262万円
(  8億9923万円 30.3%)

 19億5430万円
(  7億5533万円 38.6%)

 19億2985万円
(  8億5958万円 44.5%)

( 15億1450万円 60.1%)
 25億1897万円

 16億3573万円
(  8億 802万円 49.4%)

 67億5437万円
( 27億8470万円 41.2%)

  6億5722万円
(  2億9435万円 44.8%)

  6億 653万円
(  2億1422万円 35.3%)

  2億2208万円
(  1億 926万円 49.2%)

  3億 484万円
(     3543万円 11.6%)

総務費[23.6%]

教育費[7.6%]

公債費[6.4%]

衛生費[7.5%]

商工費[9.8%]

民生費[26.4%]

消防費[2.6%]
農林水産業費[2.4%]

その他[0.9%]
災害復旧費[1.2%]

 

市税[18.2%]
46億5386万円
(27億6435万円 59.4%)

諸収入・その他[19.6%]
 

50億1201万円
( 7億4429万円 14.9%)

寄附金[10.9%]
28億円  

(11億4593万円 40.9%)

国庫支出金[12.6%]

32億1462万円
( 6億5580万円 20.4%)

 

各種交付金等[4.7%]
12億 581万円
( 6億6255万円 54.9%)

県支出金[6.8%]

17億4477万円
( 2億8252万円 16.2%)

地方交付税[17.6%]
45億1700万円
(30億8172万円 68.2%)

市債[9.6%]

24億4810万円
(         0円    0%)

自
主
財
源
48
・
７
％

依
存
財
源
51
・
３
％

土木費[11.6%]

市税の収入状況
区　　分 予算現額 収入済額 収入済率

普通税

市　民　税 18億1461万円 9億5489万円 52.6％ 
固定資産税 20億7149万円 12億6420万円 61.0％ 
た ば こ 税 2億5794万円 1億3441万円 52.1％ 
軽自動車税 1億4903万円 1億4481万円 97.2％ 

目的税 都市計画税 3億5361万円 2億6287万円 74.3％ 
入　湯　税 718万円 317万円 44.2％ 

合　　計 46億5386万円 27億6435万円 59.4％ 

市債等の現在高
区　　分 市債現在高 一時借入金

一 般 会 計 153億7502万円 0円

水 道 事 業 11億4249万円 0円

下水道事業 88億3879万円 0円

病 院 事 業 3億4424万円 0円

合 計 257億　　54万円 0円

市の財産
区　　分 状　　況

土 地 143万6486㎡
建 物 15万3443㎡
自 動 車

(リース車両、水道、病院を除く) 86台

有価証券等 5億2154万円
積 立 金 71億4409万円

温泉権(２カ所) 8000万円
重 要 備 品 439個

区　　分 予算現額 収入済額 収入済率 支出済額 支出済率
国民健康保険 39億8423万円 15億7163万円 39.4％ 16億6845万円 41.9％ 
後期高齢者医療 5億3569万円 1億9400万円 36.2％ 1億9971万円 37.3％ 
介　護　保　険 46億4830万円 22億5480万円 48.5％ 17億9399万円 38.6％ 

介護認定審査会共同設置 2292万円 2254万円 98.3％ 835万円 36.4％ 
財　　産　　区

(高松、醍醐、三泉、幸生) 483万円 122万円 25.3％ 70万円 14.5％ 

合　　　　　計 91億9597万円 40億4419万円 44.0％ 36億7120万円 39.9％ 

特　別　会　計

令和３年度上半期（９月30日現在）
市の財政状況

諸収入・
その他 繰越金、分担金、使用料等

地 方
交付税

地方公共団体の財源を保障するため国
税の中から交付されたお金

国 庫
支出金 市の事業に対して国から交付されたお金

市　債 国や金融機関等から借り入れたお金

県支出金 市の事業に対して県から交付されたお金

各種交
付金等

消費税を財源とした交付金や自動車重
量税を財源とした地方譲与税等

民生費 高齢者や障がい者、児童等の福祉費用
総務費 徴税や選挙、事務管理等の費用
土木費 道路や河川、公園等の費用
商工費 商工業や観光振興等の費用
教育費 小中学校や社会教育等の費用
衛生費 保健衛生やごみ処理等の費用
公債費 国や金融機関等からの借入金の返済費用
消防費 消防や救急活動等の費用
農林水
産業費 農業振興等の費用

その他 議会等の費用
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「さがえフォトスタジオ」は寒河江のイベントの様子や新鮮な情報を皆さんに写真でお伝え
するコーナーです。今回は、10月と11月のできごとをまとめてご紹介します。 さがえフォトスタジオ

マイコンカーラリー山形県大会

　11月３日、寒河江工業高等学校でマイコンカーの大会
が開催され、県内の技術系高等学校８校が参加しました。

西村山地区秋季ロードレース大会

　10月17日、中学生や高校生、一般の方によるロードレ
ース大会が開催され、選手が市内を力走しました。

寒河江中央工業団地分譲契約調印式

　11月12日、株式会社ジェイエイライフと市土地開発公
社が寒河江中央工業団地の分譲契約を締結しました。

寒河江中央工業団地分譲契約調印式

　10月26日、山形酸素株式会社と市土地開発公社が寒河
江中央工業団地の分譲契約を締結しました。

2021福祉と健康フェア

　10月25日から29日まで、福祉と健康に関するクイズラ
リーや福祉事業所による展示・販売などが行われました。

「未来かがやくやまがた景観賞」受賞

　11月1日、慈恩寺テラスが「未来かがやくやまがた景
観賞」で山形経済同友会賞を受賞しました。

市立図書館30周年記念イベントinオータム

　10月30日、市立図書館竣工30周年記念イベントの１つ
として山形在住の作家によるトークショーが行われました。

ストライダーエンジョイカップ「寒河江つや姫ステージ」

　10月16日、最上川ふるさと総合公園で、子どもたちが
ランニングバイクで元気いっぱいに駆け抜けました。

自分たちが作った米を道の駅で販売

　11月15日、道の駅寒河江で高松小学校５年生が、自分
たちが作ったコシヒカリ「高松の心」を販売しました。

慈恩寺修験の道ウォーキング

　10月23日・27日・30日に、慈恩寺の山伏が修行した道
でウオーキングが行われ、参加者は紅葉を楽しみました。

生誕150周年記念國井経崇翁展

　11月５日から16日まで、郷土の文化人・國井経崇翁の
生誕150周年を記念した画や書の展示が行われました。

ラ・フランス贈呈式

　10月25日、さがえ西村山農産物安全・安心対策会議か
ら、市内の小学校へラ・フランスが贈呈されました。

ＳＡＧＡＥ　　　　ＰＨＯＴＯ　ＳＴＵＤＩＯ 1213 2021.12.5　市報さがえ2021.12.5　市報さがえ



生 涯 学 習 の ま ど
�

寒河江市美術館

地区公民館活動写真展

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
満
州
移
民
を
体
験
さ
れ
た
布
施

全
三
氏
。
そ
の
全
三
氏
の
長
男
で

あ
る
詮
さ
ん
が
編
纂
室
に
1
冊
の

本
を
持
参
さ
れ
た
。
満
州
開
拓
の

話
を
全
三
氏
が
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ

な
か
っ
た
が
、
そ
の
心
を
突
き
動

か
し
満
州
開
拓
に
か
け
た
思
い
を

自
分
の
体
験
も
合
わ
せ
な
が
ら
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
国
策
で
実
施
さ
れ
た
満
州
移
民

計
画
。
昭
和
15
年
高
松
村
と
柴
橋

村
両
村
合
同
で
満
州
に
「
高
柴
村
」

を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
昭
和
16
年
に
は
家
族
も
入
植
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
現
地
に

学
校
を
開
設
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

教
員
と
し
て
渡
満
し
た
の
が
柴
橋

村
国
民
学
校
布
施
全
三
氏(

大
江

町
出
身)

と
高
松
村
国
民
学
校
川

越
十
一
郎
氏
。
翌
年
に
は
全
三
氏

の
家
族
も
満
州
に
渡
っ
た
。

　
当
初
は
仮
校
舎
で
の
授
業
。
児

童
数
は
初
等
科
、
高
等
科
合
わ
せ

て
37
名
。
昭
和
18
年
に
待
望
の
木

造
レ
ン
ガ
造
り
の
立
派
な
校
舎
が

竣
工
し
た
。
広
い
講
堂
・
4
教
室
・

１
０
０
ｍ
も
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

開
拓
村
の
土
台
が
築
か
れ
た
。

　
母
親
も
教
員
な
の
で
、
姉
の
広

子
さ
ん
と
詮
さ
ん
は
教
室
の
隅
で

母
親
の
授
業
を
見
て
い
た
と
い
う
。

　
現
地
の
人
々
と
も
協
力
し
開
拓

は
順
調
に
進
ん
だ
が
、
戦
局
の
悪

化
で
青
壮
年
男
性
に
動
員
の
命
令

が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
8
月
9

日
ソ
連
参
戦
。
満
州
侵
攻
に
全
員

衝
撃
を
受
け
混
乱
し
た
。
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
に
総
員
引
き
上

げ
の
命
令
が
下
っ
た
。
し
か
し
そ

の
道
の
り
は
険
し
く
苦
渋
の
連
続

で
あ
っ
た
。
1
年
間
に
も
わ
た
る

収
容
所
の
生
活
、
食
糧
不
足
、
チ

フ
ス
な
ど
伝
染
病
の
蔓
延
。
高
柴

開
拓
団
関
係
者
１
７
６
名
も
が
引

き
上
げ
途
中
に
亡
く
な
っ
た
。

　
雨
中
の
夜
間
の
逃
避
行
は
想
像

に
絶
す
る
。
母
親
の
後
を
必
死
に

追
う
詮
さ
ん
と
妹
を
お
ん
ぶ
し
た

姉
。
母
親
が
健
康
を
心
配
し
て
持

た
せ
た
蜂
蜜
の
瓶
も
つ
い
に
空
に

な
っ
た
と
い
う
。

　
奇
跡
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
昭

和
21
年
9
月
27
日
、
ほ
ぼ
家
族
全

員
が
懐
か
し
い
故
郷
に
引
き
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
戦
争
経
験
の
な
い
人
た
ち
に
、

平
時
だ
け
で
は
な
い
世
界
が
あ
る

事
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
書

き
遺
す
事
に
し
た
と
い
う
。「
現
在

は
東
京
か
ら
左
沢
に
通
っ
て
野
菜

つ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と

に
こ
や
か
に
語
っ
て
帰
ら
れ
た
。

遥
か
な
る
大
地
　
満
州
開
拓

　市内４地区公民館の活動写真展を開催します。
　本年度は感染症対策を行った上で、できる範囲の各
種講座や公民館事業を実施しました。
　コロナ禍においても元気に活動する子どもたちや参
加者の様子をご覧ください。
●�日時／12月16日㈭～令和4年1月11日㈫の午前10時
～午後7時

●休館日／令
　和４年1月
　1日㈯
●問合せ／市
　文化センター
　☎86-5111へ。

Sagae Library
さがえライブラリー

今月の1冊

　アメリカの貧しい家庭に生まれたルースは、周
りの反対を押し切って大学に進学し、弁護士にな
りました。男女差別に立ち向かったルースは、大
統領の心も動かす、アメリカの正義と平等を象徴
する女性になりました。本書は、知性と努力でア
メリカ合衆国の最高裁判事になった女性、ルース・
ギンズバーグの奮闘を著した伝記絵本です。

図書館へ行こう！

いっちゃん会　　　　１２／１８㈯午後２時～２時３０分
ムーミンママクラブ　１２／２６㈰午前１１時～１１時４０分
図書館ボランティアチェリー
　毎週火曜日の午前１０時～１１時３０分（祝日を除く）

おはなし室

小中学生読書感想画展　　　　　　　１２／１２㈰まで
いけばなサークル池坊いけばな展　　１２／１５㈬から
つつじの家創作品展　　　　　　　　１２／２１㈫から

展示ホール

ブックテーマコーナー
体と脳を鍛えよう　　　　　　　　 １２／２６㈰まで

大統領を動かした女性
ルース・ギンズバーグ

　
公
民
館
活
動
の
指
針
を
探
る
市

公
民
館
連
絡
協
議
会
60
周
年
記
念

式
典
が
11
月
21
日
、
市
市
民
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
協

議
会
は
、
各
地
域
の
公
民
館
61
分

館
で
組
織
。
地
域
づ
く
り
の
事
例

等
を
発
表
す
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

研
修
会
や
公
民
館
大
会
等
を
通
し

て
、
心
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
式
典
に
は
、
公
民
館
や
社
会
教

育
関
係
者
ら
約
１
６
０
人
が
参
加

し
、
有
川
洋
一
会
長
は
「
公
民
館

連
絡
協
議
会
発
足
60
周
年
の
節
目

を
契
機
に
地
域
づ
く
り
の
拠
点
施

設
で
あ
る
地
域
公
民
館
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
し
、
な
お
一
層
公

民
館
機
能
の
充
実
強
化
に
努
め
、

行
政
や
関
係
団
体
と
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
次
の
10
年
20
年
に
向
け

て
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て
公

民
館
役
員
と
し
て
10
年
以
上
ご
尽

力
さ
れ
て
い
る
方
や
公
民
館
に
多

額
の
寄
附
を
さ
れ
た
方
14
人
へ
賞

状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
県
警
察
音
楽

隊
に
よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
実

施
。
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
楽
曲

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
全
10
曲
を

披
露
し
た
ほ
か
、
寒
河
江
警
察
署

の
若
手
署
員
に
よ
る
詐
欺
被
害
や

交
通
事
故
防
止
の
寸
劇
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

地
域
公
民
館
の
活
動
を
通
し
て

　
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う

も
っ
と
知
り
た
い
！ 

大
江
氏
パ
ネ
ル
展

　
室
町
時
代
の
寒
河
江
に
、
月
山

と
い
う
名
前
の
刀
工
が
い
ま
し
た
。

寒
河
江
の
刀
づ
く
り
は
鎌
倉
時
代
、

鬼
王
丸
と
い
う
刀
工
が
今
の
岩
手

県
か
ら
来
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
子
孫
が
月
山

と
名
乗
り
、
大
江
氏
の
保
護
を
受

け
て
刀
作
り
を
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
月
山
の
作
る
刀
の
波

紋
は
、
特
徴
あ
る
綾
杉
肌
（
あ
や

　
鎌
倉
幕
府
で
源
頼
朝
の
側
近
で

あ
っ
た
大
江
広
元
は
文
治
５
年
、

寒
河
江
の
荘
の
地
頭
と
な
り
、
大

江
氏
は
、
そ
の
後
４
０
０
年
間
寒

河
江
を
治
め
て
き
ま
し
た
。

　
市
内
の
大
江
氏
ゆ
か
り
の
地
を

知
る
パ
ネ
ル
展
を
開
催
。
大
江
家

《
調
和
体
》

役
員
出
品
／［
理
事
・
審
査
員
］
小

野
翠
風
（
西
根
）

公
募
／［
褒
状
］
鈴
木
智
香
子
（
谷

沢
）、［
入
選
］
菊
地
悦
子
（
中
央
）、

鈴
木
咲
子
（
西
根
）、
渡
辺
紗
織
（
石

持
町
）、
犬
飼
織
乃
（
西
根
）

《
漢
字
》

役
員
出
品
／［
奨
励
賞
・
評
議
員
］

犬
飼
秀
峰
（
幸
田
町
）、［
理
事
］

鴨
田
香
月
（
柴
橋
）、
卯
月
翠
峰
（
西

根
）、
安
孫
子
貴
恵
（
若
葉
町
）、

佐
藤
千
洲
（
日
田
）、［
評
議
員
］

佐
藤
一
翠
（
西
根
）

会
友
／
小
野
雪
華
（
西
根
）、
川
口

幸
泉
（
白
岩
）、
大
場
幽
翠
（
宮
内
）、

松
田
翠
山
（
宮
内
）、
阿
部
研
石
（
六

供
町
）、
前
山
玉
峰
（
日
田
）、
有

川
紅
泉
（
日
田
）、
阿
部
吉
鷗
（
末

広
町
）、
森
田
幸
櫻
（
幸
町
）、
渡

辺
萠
華
（
石
持
町
）

公
募
／［
入
選
］
卯
月
麗
華
（
西
根
）、

佐
藤
慈
月
（
金
谷
）、
伊
藤
紅
霞
（
谷

沢
）、
伊
藤
頼
子
（
八
鍬
）、
今
井

照
代
（
高
屋
）、
木
村
美
咲
（
元
町
）、

芦
野
寿
美
（
高
屋
）、
大
泉
浩
子
（
八

鍬
）、
小
野
由
美
子
（
八
鍬
）、
安

達
美
奈
（
み
ず
き
）、

菅
野
紀
櫻
（
中
郷
）

　
　
　
［
敬
称
略
］

刀
工
・
月
山

寒
河
江
と
大
江
氏
⑦

第
46
回
山
形
県
総
合
書
道
展

入
賞
・
入
選
者

男女差別とたたかう最高裁判事
ジョナ・ウインター・著

渋谷弘子・訳　汐文社・発行

１3日㈪・２7日㈪・２９日㈬～１月３日㈪
※�１２月～２月の閉館時間は、午後６時３０分（日曜・
祝日は午後５時）

�月の休館日

式典であいさつをする有川洋一会長

県警察音楽隊

す
ぎ
は
だ
）
と
い
い
、
現
在
も
数

本
が
市
内
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

月
山
の
作
品
に
は
工
芸
品
も
多
く
、

慈
恩
寺
本
堂
の
釣
灯
籠
や
鋳
鉄
仏

餉
鉢
（
ち
ゅ
う
て
つ
ぶ
っ
し
ょ
う

ば
ち
）
の
ほ
か
、
ろ
う
そ
く
を
立

て
る
台
等
が
市
内
に
多
く
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。
特
に
釣
灯
籠
で
は
、

見
事
な
透
か
し
彫
り
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

の
系
図
等
、
貴
重
な
資
料
も
同
時

に
展
示
し
ま
す
。

●�

日
時
／
12
月
11
日
（土）
～
26
日
（日）

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
会
場
／
慈
恩
寺
テ
ラ
ス

●
問
合
せ
／
市
生
涯
学
習
課
歴
史

　
文
化
係
☎(

８
６)

８
２
３
１
へ
。

　市のスポーツ少年団・西
根ドジャースと寒南ガッツ
の合同チームが、11月３日
に中山町の県野球場で、村
山地区のシニアチーム・ダ
イヤモンドヘッドとの交流
戦を夜間に行いました。
　試合は終始和やかに進み、
スタンドの応援席からは、
楽しそうに応援する声が響
いていました。 

生涯学習の１コマ
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

配
信
し
ま
す

　
市
長
の
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
、
令
和
４

年
１
月
４
日
（火）
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配

信
し
ま
す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
防
止
の
た
め
、
市
民
新
春
祝
賀
会
の

開
催
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●�

問
合
せ
／
市
総
務
課
総
務
係
☎(

８
５)

１

３
６
３
へ
。

市
環
境
審
議
会
委
員
公
募

　
市
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
環
境
問
題
に

対
し
て
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
計

画
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
・
提

言
を
行
う
審
議
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

●
公
募
数
／
３
人
（
応
募
多
数
の
際
は
抽
選
）

●�

応
募
資
格
／
市
内
に
５
年
以
上
在
住
ま
た

は
勤
務
し
て
い
る
方
。
他
に
も
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
任
期
／
２
年

歳
末
に
贈
る
名
作
映
画
上
映
会

映
画
史
に
残
る｢

近
松
物
語
」

　
名
匠
・
溝
口
健
二
監
督
作
品
。
大
経
師
の

手
代
で
あ
る
茂
兵
衛
は
、
師
の
後
妻
お
さ
ん

と
不
義
密
通
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
る
。
師
の

怒
り
を
買
っ
た
二
人
は
琵
琶
湖
で
入
水
自
殺

を
考
え
る
が
、
い
つ
し
か
真
実
の
愛
が
芽
生

え
逃
避
行
を
続
け
る
。
清
閑
な
中
に
も
緊
張

感
が
み
な
ぎ
る
名
作
。
長
谷
川
一
夫
、
香
川

京
子
、
南
田
洋
子
、
進
藤
英
太
郎
出
演
。

●
日
時
／
12
月
12
日
（日）
午
後
２
時
～
４
時

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●�

問
合
せ
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
帽
志
・
大
竹

さ
ん
☎
０
９
０(

１
４
９
９)

３
３
５
８
へ
。

家
計
・
借
金
に
関
す
る

無
料
相
談
会

●
日
時
／
12
月
16
日
（木）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●�

申
込
／
12
月
14
日
（火）
ま
で
東
北
財
務
局
山

形
財
務
事
務
所
理
財
課
☎
０
２
３(

６
４
１)

５
２
０
１
へ
。

令
和
３
年
や
ま
が
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
環
境
展

　
循
環
型
社
会
の
形
成
お
よ
び
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
し
、
著
名
人
に

よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
の
配
信
や
山
形
大
学

の
研
究
発
表
な
ど
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
自

然
と
の
共
生
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
環
境

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●�

応
募
方
法
／
申
込
書
に
記
入
の
上
、
12
月

20
日
（月）
ま
で
市
市
民
生
活
課
地
球
温
暖
化

対
策
室
へ
郵
送
（
〒
991-

8601
寒
河
江
市
中
央

１
丁
目
９
番
45
号)

、
フ
ァ
ッ
ク
ス(

８
６)

２
１
２
２
、
電
子
メ
ー
ルsiminseikatu@

city.sagae.yamagata.jp

、
持
参
の
い
ず

れ
か
。

●�

問
合
せ
／
市
市
民
生
活
課
地
球
温
暖
化
対

策
室
☎(

８
５)

１
９
１
４
へ
。

幼
稚
園
・
届
出
保
育
施
設
の

保
育
料
を
補
助

　
市
内
外
の
幼
稚
園
ま
た
は
届
出
保
育
施
設

に
在
籍
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
に
、
所
得

や
世
帯
状
況
に
応
じ
、
保
育
料
を
補
助
し
ま

す
。
各
施
設
を
通
し
て
申
請
書
を
配
布
し
ま

す
が
、
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
施
設

ま
た
は
市
子
育
て
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
児
童
／
幼
稚
園
満
３
歳
児
ク
ラ
ス
ま

た
は
届
出
保
育
施
設
を
利
用
す
る
児
童

●�

問
合
せ
／
市
子
育
て
推
進
課
子
ど
も
支
援

係
☎(

８
５)

０
９
０
７
へ
。

生
ご
み
処
理
機
設
置
補
助
事
業

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
排
出
抑
制

お
よ
び
有
効
活
用
を
促
進
し
、
ご
み
減
量
に

対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
民
が

生
ご
み
処
理
機
を
設
置
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
し
込

み
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
経
費
／
生
ご
み
を
乾
燥
に
よ
り
減
量

(https://www.yamagata-kankyouten.
com/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
期
間
／
令
和
４
年
１
月
10
日
（月）
ま
で

●�

問
合
せ
／
県
循
環
型
社
会
推
進
課
☎
０
２

３(

６
３
０)

２
３
０
２
へ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
経
営

に
お
困
り
の
事
業
者
を
支
援

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
経

営
に
お
困
り
の
飲
食
店
や
飲
食
店
に
関
連
す

る
事
業
者
等
を
支
援
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
飲
食
業
関
連
家
賃
等
緊
急
支
援
事
業

■�

対
象
事
業
者
／
次
の
①
～
③
全
て
に
該
当

す
る
事
業
者
。
①
県
内
の
中
小
法
人
ま
た

は
個
人
事
業
主
で
飲
食
店
や
飲
食
料
品
卸

売
業
、
貸
お
し
ぼ
り
業
、
運
転
代
行
業
を

主
た
る
事
業
と
し
て
営
ん
で
い
る
。
②
令

和
３
年
７
月
～
９
月
の
い
ず
れ
か
の
売
り

上
げ
が
、
前
年
ま
た
は
前
々
年
の
同
月
と

比
較
し
て
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
て

い
る
。
③
支
援
金
の
受
給
後
も
事
業
を
継

続
す
る
意
思
が
あ
る
。

■�

対
象
経
費
／
令
和
３
年
７
月
～
９
月
ま
で

の
間
に
負
担
し
た
家
賃
・
地
代
、
リ
ー
ス

料
な
ど
の
固
定
経
費

■�

補
助
上
限
額
／[

法
人
］
40
万
円
、[

個
人

事
業
主
］
20
万
円

県
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
等
支
援
事
業

■�

対
象
事
業
者
／
県
内
で
飲
食
店
を
営
む
中

小
法
人
・
個
人
事
業
主
で
令
和
３
年
４
月

１
日
以
降
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
契

機
と
し
て
新
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
た
、
ま

た
は
展
開
し
よ
う
と
す
る
事
業
者

ま
た
は
高
温
好
気
性
発
酵
に
よ
り
分
解
す

る
電
動
式
の
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
要

す
る
経
費

●�

補
助
額
／
対
象
経
費
の
２
分
の
１
ま
た
は

２
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

●�

申
込
／
市
市
民
生
活
課
地
球
温
暖
化
対
策

室
☎(

８
５)

１
９
１
４
へ
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
＆

気
分
爽
快
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
と
共
に
、
体
の
凝

り
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。
参
加
者
に
は
、
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

●�

日
時
／
12
月
23
日
（木）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、
令
和
４
年
１
月
13
日
（木）
午
前
10
時
～

11
時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
各
12
人

●�

申
込
／
市
高
齢
者
支
援
課
介
護
予
防
推
進

係
☎(

８
５)

０
８
７
５
へ
。

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
市
民
ス
キ
ー
教
室

●
日
時
／
令
和
４
年
１
月
８
日
（土）
午
前
９
時
～

●
会
場
／
Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
自
然
観
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

●
定
員
／
60
人

●�
参
加
費
／
２
千
円
（
保
険
料
含
む)

。
別
途

リ
フ
ト
代
等
が
必
要
で
す
。

●
持
ち
物
／
ス
キ
ー
用
具
一
式

●�

そ
の
他
／
バ
ス
で
の
送
迎
は
な
く
、
現
地

集
合
と
な
り
ま
す
。

●�

申
込
／
12
月
５
日
（日）
午
後
１
時
か
ら
市
民

体
育
館
☎(

８
６)
５
１
１
３
へ
。

■�

対
象
経
費
／
令
和
３
年
４
月
～
12
月
に
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ
リ
ー
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
で
の
移
動
販
売
な
ど
の
新
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
た
、
ま
た
は
展
開
し
よ
う
と

す
る
場
合
の
経
費

■�

補
助
額
／
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
（
上

限
60
万
円)

●�

申
請
方
法
／
12
月
31
日
（金）
ま
で
、
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
県
家
賃
・
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
関
連
支
援
事
業
事
務
局
へ
郵
送

(

〒
981-

3291
泉
西
郵
便
局
私
書
箱
第
25
号)

、

当
日
消
印
有
効
。

●�

問
合
せ
／
県
家
賃
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
関
連

支
援
事
業
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０

(

０
７
８)

０
１
０
へ
。

保
育
施
設
ミ
ニ
面
談
会

　
保
育
士
と
し
て
就
職
（
再
就
職
）
を
考
え

て
い
る
方
を
対
象
に
保
育
施
設
・
事
業
所
の

担
当
者
と
の
面
談
会
を
行
い
ま
す
。

●�

日
時
／
①
12
月
15
日
（水）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
、
②
令
和
４
年
１
月
26
日
（水）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
会
場
／
①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
山
形
（
山
形
市)

、

　
②
県
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
山
形
市)

●�

申
込
／
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３

(

６
３
３)

７
７
３
９
へ
。

寒
河
江
税
務
署

｢

決
算
の
し
か
た
」
説
明
動
画
配
信

　
税
務
署
の
決
算
説
明
会
に
替
わ
る
も
の
と

し
て
、
動
画
「
決
算
の
し
か
た
（
青
色
申
告

お
知

ら
せ

 

市
民
パ
ソ
コ
ン
講
座

「
初
級
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
」

　
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

●�

日
時
／
令
和
４
年
１
月
20
日
（木）
～
２
月
14

日
（月）
の
毎
週
月
・
木
曜
日
、
午
前
９
時
～

正
午
、
全
８
回

●
会
場
／
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

●
参
加
費
／
７
２
０
０
円

●�

申
込
／
12
月
24
日
（金）
ま
で
市
技
術
振
興
協

会
☎(

８
６)

１
９
９
１
へ
。

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
習
（
初
心
者
対
象
）

　
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
初
心
者

に
も
分
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

●�

日
時
／
12
月
21
日
（火）
～
24
日
（金）
の
午
前
９

時
～
午
後
３
時
（
初
日
は
午
後
１
時
～
５
時
）

●
会
場
／
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

●�

定
員
／
60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
就
業
を
希
望
す
る
方
、
15
人

●�

申
込
／
12
月
７
日
（火）
～
10
日
（金）
に
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎(

８
３)

３
２
２
４
へ
。

臨
川
亭

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

　
臨
川
亭
で
は
、
紙
バ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
教
室

（
火
・
木
曜
日
）
と
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室
（
水

曜
日
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
内
容
や
日
程
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

編
・
白
色
申
告
編)

」
を
作
成
し
、
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
掲
載
し
ま

し
た
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
寒
河
江
税
務
署
調
査
部
門

　
☎(

８
６)

２
３
７
８
へ
。

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
は

　
原
則
禁
止
に
な
り
ま
す

　
鉄
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
改
正
に
伴

い
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
所
持
す
る
こ
と
が
原
則

禁
止
と
な
り
ま
す
。
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
所
持
し

て
い
る
方
は
、
令
和
４
年
９
月
14
日
（水）
ま
で

に
手
放
す
か
、
令
和
４
年
３
月
15
日
（火）
～
９

月
14
日
（水）
に
所
持
許
可
の
申
請
が
必
要
で
す
。

寒
河
江
警
察
署
で
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
無
償
引

き
取
り
を
希
望
す
る
方
は
、
期
日
ま
で
に
お

問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
寒
河
江
警
察
署
生
活
安
全
課

　
☎(

８
３)

０
１
１
０
へ
。

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

　
法
務
局
に
遺
言
書
を
預
け
る
と
遺
言
書
の

紛
失
や
亡
失
、
相
続
人
に
よ
る
隠
匿
（
と
く
）

や
改
ざ
ん
な
ど
の
恐
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

家
庭
裁
判
所
の
検
認
手
続
き
も
不
要
で
す
。

相
続
を
開
始
し
た
と
き
に
は
、
遺
言
書
が
保

管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
相
続
人
等
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
滞
り
な
く
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
山
形
地
方
法
務
局
供
託
課
☎
０

２
３(

６
２
５)

１
３
２
１
へ
。

新型コロナウイルスの影響により、
掲載の催しなどが中止・変更になる
場合があります。
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寒波から水道管を守るために

税金の納め忘れはありませんか？

　気温がマイナス４度以下になると、水道管は凍結破損しやすくなるといわれ、
漏水が発生する場合があります。北側で日が当たらない、風当たりが強い、配管
が防寒対策されずむき出しになっている場合など、特に注意が必要です。空き家
や長期間不在にする場合など、凍結破損してもしばらく気付かず多額の水道料金
請求になる場合もあります。
　大切な給水装置を守るため、本格的な冬の前に屋外の水道管や水道メーターの
防寒対策と水抜き栓の点検等を忘れずに行ってください。

　皆さんから納めていただく税金は、行政サービスやまちづくりに使われる大切な財源です。市では、財源の確
保および税負担の公平性を保つために、市税等の適正な徴収に努めています。督促状や催告書が届いた方は内容
をご確認の上、速やかに納付してください。
◆市税を滞納すると
　納期限を過ぎると督促状が送付され、督促手数料や延滞金が加算されます。その後も
連絡や相談のないまま滞納が続く場合は、催告書が送付されます。さらに滞納が続く場
合は、財産を調査の上、差し押さえを行います。財産の差し押さえは、法律に基づいた
行政処分であり、事前の告知や納税者の同意を必要としません。
◆納税の相談
　納付できない特別な事情がある場合は、放置せずにお早めにご相談ください。
●問合せ／市税務課納税係☎85-1741へ。　

■水道メーターや屋外の蛇口、水道管の確認と保温
　水道メーターボックスの中に、発泡スチロールやぬれないようビニール袋に入れた布切れ等を詰めてお
くと、ボックス内の保温性が高まります。また、屋外の蛇口や水道管は発泡スチロール製の保温材や保温
ヒーター等を利用した上で、凍結破損がないか常に確認するように心掛けてください。詳しくはお近くの
水道指定給水装置工事事業者にご相談ください。

■寒い夜等の凍結防止方法
　屋外の水抜き栓等は「水抜」の方に止まるまで回してから、蛇口を全開にして水を抜いておくと凍結を
予防できます。ただし、水抜き栓は途中で止めたままにすると、多量の水漏れの原因となる場合がありま
すので注意してください。

■凍結して水が出ない場合の対処方法
　露出している水道管や蛇口にタオル等をかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯を掛けて溶かしてくだ
さい。熱湯を直接掛けると破損の原因となりますのでご注意ください。

■水道管が破裂した場合の対処方法
　すぐに水道メーターボックス内のバルブを閉めて水を止め、お近くの水道指定給水装置工事事業者に修
理を依頼してください。

■長期間使わないときの水道休止の手続き
　空き家になる場合や、農園等でしばらく水道を使わない場合等、市上下水道課
に水道休止の届け出（電話連絡も可）を行うと止水栓等で休止します。凍結破損
による漏水が防止でき、休止後は水道料金が発生しません。なお、休止した水道
を再使用する場合は、開栓手数料1,000円が必要です。

■公民館・空き家等の定期的な点検
　公民館や空き家等の建物を管理している方は、凍結予防対策を実施の上、蛇口
の閉め忘れや漏水等の異常がないか定期的に点検してください。異常時にすぐに
水道メーターを確認して修繕依頼等ができるよう、水道メーターボックス周りの
除雪を心掛けましょう。

●問合せ／市上下水道課経営企画係☎86-8511へ。

12月の行事予定

■次号の市報12月20日号は、12月20日㈪に発行します。

■あげます／スキー板、幼児用イス（木製）
■譲ります（有償)／服、学生ズボン、自転車
●問合せ／市市民生活課地球温暖化対策室
　☎85-1914へ。

　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先
をお伝えしますので、直接交渉してください。
■�あげます／ガステーブル、紙おむつ、茶だんす、

飾り棚、テーブル（和室用)、パイプハンガー（シ
ングル)、洋服だんす、和だんす、鏡台、スチー
ムアイロン

■�譲ります（有償)／鏡台、介護用べット（電動式)、
　オイルヒーター、パイプハンガー（ダブル)、電
　気ストーブ、サイクロン掃除機、電動シニアカ―
■譲って／キャットタワー、スチームアイロン

ふれあいゆずりあいコーナー
（11月24日現在）

＝子育てゆずりあいコーナー＝

3㈮ 妊娠期の母乳ミルク準備講座

4㈯ 市ドック

5㈰ 休日当番医（小関内科胃腸科医院)／証明書交付窓
口開庁（午前）

6㈪
7㈫
8㈬ ３歳６カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

9㈭ 健康相談／市民浴場休湯日

10㈮ ヘルスメイト養成講座／保健師個別育児相談／助
産師の母乳ミルク個別相談

11㈯
12㈰ 休日当番医（小松医院)／証明書交付窓口開庁（午前）

13㈪ 市ドック／市立図書館休館日

14㈫
ゆめはーと寒河江「クリスマスコンサート」／市ド
ック／こころの健康相談／南部・柴橋・西部地区
公民館休館日

15㈬ ゆめはーと寒河江「12月生まれのお誕生会」／１歳
６カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

16㈭ 法律相談／一般・登記・行政相談／健康相談／離
乳食後期教室

17㈮ ２歳６カ月児ピカピカ歯科検診

18㈯
19㈰ 休日当番医（南さがえ病院)／証明書交付窓口開庁

(午前)／ハートフルセンター休館日

20㈪ 市ドック／レディース検診

21㈫
22㈬ 産後リフレッシュ講座

23㈭ 市長相談／市ドック／レディース検診／健康相談／
３～４カ月児健診

24㈮ 市ドック／水道料金・下水道浄化槽使用料（10月・
11月分）口座振替日

25㈯
26㈰ 休日当番医（さとうクリニック)／証明書交付窓口

開庁（午前）

27㈪
市ドック／市県民税（４期)、国民健康保険税（６
期)、介護保険料（６期)、後期高齢者医療保険料
(６期）納期限／市立図書館、市民体育館、チェリ
ーナさがえ休館日

28㈫ 市ドック／中央公民館、市民体育館、チェリーナ
さがえ休館日

29㈬
休日当番医（大原医院)／ハートフルセンター、中
央公民館、各地区公民館、市立図書館、市民体育
館、チェリーナさがえ休館日

30㈭
休日当番医（折居内科医院)／ハートフルセンター、
中央公民館、各地区公民館、市立図書館、市民体
育館、チェリーナさがえ休館日

31㈮
休日当番医（国井医院)／ハートフルセンター、中央
公民館、各地区公民館、市立図書館、市民体育館、チェ
リーナさがえ休館日

1月の行事予定

1㈯
休日当番医（国井クリニック)／ハートフ
ルセンター、中央公民館、各地区公民館、
市立図書館、市民体育館、チェリーナさ
がえ休館日／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

2㈰
休日当番医（熊坂整形外科医院)／ハート
フルセンター、中央公民館、各地区公民
館、市立図書館、市民体育館、チェリー
ナさがえ休館日

3㈪
休日当番医（小関内科胃腸科医院）／ハー
トフルセンター、中央公民館、各地区公
民館、市立図書館、市民体育館、チェリ
ーナさがえ休館日

4㈫
水道料金・下水道浄化槽使用料（10月・
11月分）納期限／市民体育館、チェリー
ナさがえ休館日

5㈬ 法律相談

6㈭ 健康相談／健康の広場

7㈮

8㈯ 市成人式／市ドック

9㈰ 市消防団出初式／休日当番医（陵南さと
う整形外科医院）／証明書交付窓口開庁（午前）

10㈪ 休日当番医（鈴木眼科医院）

11㈫ こころの健康相談／南部・柴橋・西部地
区公民館、市立図書館休館日

12㈬ 市ドック／３歳６カ月児健診

13㈭ さがえ初市／市ドック／健康相談／市民
浴場休場日
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陵
南
中
学
校
の
創
立
50
周
年
記
念

式
典
が
10
月
29
日
、
同
校
の
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
建
学
の
精
神
に

｢

責
任
・
信
頼
・
誠
実
」
を
掲
げ
、
こ

れ
ま
で
１
万
２
８
０
０
人
の
卒
業
生

を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
第
11
回
卒
業
生
で
佐

藤
繊
維
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
佐

藤
正
樹
さ
ん
に
よ
る
講
演
と
第
１
回

卒
業
生
で
羽
陽
学
園
短
期
大
学
教
授

の
髙
橋
寛
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
生
徒
会
長
の
制
野
悟
大
さ
ん

が
在
校
生
を
代
表
し
て
、｢

こ
れ
ま
で

先
輩
方
が
築
い
た
素
晴
ら
し
い
伝
統

を
、
後
輩
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い

で
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

す
ぽ
っ
と
チ
ャ
ン
ネ
ル

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー 

さ
く
ら
ん
ぼ
特
派
員

Twitterでも特派員が情報配信中　https://twitter.com/sagae_tokuhain

　11月29日まで、令和３年度慈恩寺絵

画コンクール受賞作品の展示が慈恩寺

テラスの企画展示室で行われました。

今年も力作がそろいました。12月16日

㈭から令和４年１月11日㈫までは、市

美術館で全作品が展示されますので、

皆さんもご覧ください。�( 北條幸子)

　最上川に架かるＪＲ左沢線の橋を寒河江の側から見た入り口です。明治20年に東海道線に架設され、大正10年に今の場所に移設されたそうです。驚くことに国内最古の英国製の橋だそうで約140年もの間、現役で頑張っているんですね。�( 佐藤真由美)

ご利用ください！
市公式アプリ
寒河江ぽけっとナビ

Twitter
市公式アカウント

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

　
こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

市
報
さ
が
え
　
2021．12．5　

N
o.1782

■
発
行
／
寒
河
江
市
企
画
創
成
課
広
報
広
聴
係

　
〒
991-

8601　
寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号　
☎（
８
５
）１
４
３
１

　寒河江高等学校のイチョウ並木です。校門をでると、真っ赤に色づいた木々も沢山あり、冬が近いなぁ…と、しみじみ。３年生の皆さんは進学や就職の準備で慌ただしい時期に突入ですね。体調を崩さないよう気を付けて頑張ってください！� (木村優子)

　広島への原爆投下で損傷し、その後

修復されたピアノを使った「被爆ピア

ノ平和コンサート」が、さくらんぼ会

館で開催されました。心のこもった素

晴らしい音色が響き渡り、原爆の記憶

が薄れつつある今、平和について考え

るひとときでした。� (酒井由美子)

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感じた市内の観光やグルメ、
日常の風景などを自ら取材し、地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。
　皆さんの所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

さがえの旬 な情報、
ご覧ください！ 寒河江市
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